
　　　　

2025 年 1 月 23 日

あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
・季節を感じられる活動（節分・ひな祭り・夏祭り・クリスマス等）
・外出活動（裏山の散策、公園散歩等）
・音楽療法士による音楽活動

家族支援
家族と一緒の療育や面談を通して、できるようになったことを一緒に喜び、悩み
や困ったことを相談できる場所にします。

移行支援
進級や、就学などの環境の変化などのライフステージの変化に合わせた支
援を行います。

地域支援・地域連携
・保育所等訪問支援により保育園との情報共有を行うと共に、関係機関（他事業
所含む）との情報共有を実施します。

職員の質の向上
・虐待防止・感染症まん延防止、スキルアップ等の研修を計画的に実施
し、職員の資質向上を目指します。
・資格取得に向けた研修を計画的に実施します。

支　援　内　容

本
人
支
援

・来所時に健康状態を把握します。
・スケジュール確認などで見通しをもち活動への参加意欲を引き出します。

・ふれあい遊びやポニースイング等のバランス遊びを通して、ボディイメージを養い身体機能の発達を促します。
・感覚遊び（粘土、えのぐ）や創作遊び（貼る、切る､書く､描く）、読み聞かせやパネルシアターなどの遊びを通して心の安定と身体機能の向上を促します。
・音楽療法士と共に楽器を使ったリズム活動を通して情操に働きかけます
・自然豊かな環境をいかした散策活動を通して五感に働きかけます。

・折り紙やシールなどの素材を用いた活動や遊びを通して､認知の発達、空間、数等の概念形成の習得を目指します。

・言語聴覚士と様々な活動や遊びの中で、お子さんの言語発達に沿った関わりを通して、ことばやコミュニケーションを育みます。
・音楽療法士による音楽活動により、自分を表現する体験を通し他者とのコミュケーションを楽しむ経験を重ねていきます。
・自分の思いを伝えることができるようにやりとりを行い、他者とコミュニケーションを取ろうとする意欲を育みます。

・自分と他者との違いに気付き、折り合いをつける体験を重ねていきます。
・ルールを守り安全に気を付けた行動を習得します。

法人（事業所）理念 明日が楽しみになることばを育む療育支援

支援方針 遊びや体験活動の中で注目すること・感じること・伝えようとしていることを、丁寧に受け止めてやり取りを重ねます

営業時間 ・午前９時３０分から午後３時１５分まで（平日） 送迎実施の有無

（別添資料１）

事業所名 多機能型児童発達支援施設　やさしい森のポロ 児童発達支援ルミウス　支援プログラム 作成日


